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1 ．「水車の記憶マップ」とは
　日本においては、1942（昭和 17）年に農事用水車が全国に 78482 箇所存
在したという記録がある（表 1）。当時は、粉を挽いたり、搗いたりする用途、
水をくみ上げる用途、油などを絞る用途など、貴重な動力源として用いられて
いた。そのような水車は、安価な化石燃料によって駆逐され、現在も稼働して
いる水車は全国的に見ても数少ない状況となっている。たとえば、平岡（1992）
によると、1992 年の段階で九州地方に現存する水車は 160 基（福岡 23、佐賀
14、長崎 5、大分 56、熊本 18、宮崎 5、鹿児島 39）にすぎないと報告されて
いる1。
　2011（平成 23）年 3 月に発生した福島第一原発の事故に伴って、原子力発
電の安全性やコストに対する懸念が広がり、再生可能エネルギー全般の再評
価が行われるに至った。中でも、水力発電は、年間降水量世界第 6 位という
雨の多い日本においては、その風土に適した再生可能エネルギーとみなされ、
2011 年 8 月に成立した再生可能エネルギー特別措置法での固定価格買取制度
の対象にもされた。
　「水車の記憶マップ」づくりとは、昔、どこに水車が置かれていたのかを聞
き取り調査によって地図上に図示するフィールド学習プログラムである。過去
の全国的な農事用水車の広がりと、再生可能エネルギーに対する関心の高まり
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にかんがみ、全国的に展開できるプログラムとすることができるのではないか
と考え、実際にマップづくりができるかどうかを、岩手県陸前高田市において
試みてみた。本稿では、その結果を紹介し、プログラムの進行手順についてと
りまとめるものである。
表１　明治 30（1897）年と昭和 17（1942）年の水車数
都道府県
水車場 
明治 30
（1897）
農事用 
昭和 17
（1942）
都道府県
水車場 
明治 30
（1897）
農事用 
昭和 17
（1942）在来水車
タービン
水車
ベルトン
水車
在来水車
タービン
水車
ベルトン
水車
北 海 道 102 2299 2058 214 27 鳥 取 県 841 2343 2236 92 15
青 森 県 590 395 359 32 4 島 根 県 505 2081 2055 25 1
岩 手 県 1901 2865 2721 118 26 岡 山 県 1646 2040 1932 47 61
宮 城 県 1180 331 290 31 10 広 島 県 1627 2974 2922 27 25
秋 田 県 590 449 390 41 18 山 口 県 1292 1035 818 70 147
山 形 県 672 464 382 60 22 徳 島 県 248 1918 1874 25 19
福 島 県 3129 1240 981 188 71 香 川 県 356 296 296 ― ―
茨 城 県 1691 537 385 149 3 愛 媛 県 530 734 639 74 21
栃 木 県 2938 1952 1845 94 13 高 知 県 563 1163 1124 30 9
群 馬 県 2307 1658 1597 41 20 福 岡 県 948 2651 2560 67 24
埼 玉 県 499 606 571 26 9 佐 賀 県 837 281 233 46 2
千 葉 県 558 230 140 84 6 長 崎 県 764 175 140 33 2
東 京 都 713 103 101 1 1 熊 本 県 1452 574 469 80 25
神奈川県 1283 550 550 ― ― 大 分 県 2739 820 695 71 54
新 潟 県 2825 13376 13110 173 93 宮 崎 県 533 435 378 52 5
富 山 県 835 10430 9385 880 165 鹿児島県 319 104 77 23 4
石 川 県 370 388 313 61 14 沖 縄 県 15 7 6 1 ―
福 井 県 590 614 549 45 20 合　　計 46988 58851 54706 3020 1125
山 梨 県 2672 1044 973 66 5 （出典）前田清志（1992）『日本の水車と文化』（玉川大
学出版部）p.43
（原出典）今津健治「明治期における蒸気力の利用につ
いて」『エネルギーと経済発展』社会経済史学会、昭和
54（1979）年。原資料、陸軍省「徴発物権一覧表」、農
林省「第一次農商省統計表、農林統計編」昭和 18（1943）
年。
長 野 県 6774 6014 5707 249 58
岐 阜 県 1915 3232 3134 60 38
静 岡 県 5663 1823 1700 38 85
愛 知 県 1512 1675 1295 47 333
三 重 県 1154 795 711 69 15
滋 賀 県 815 433 410 23 ―
京 都 府 1210 1838 1772 58 8
大 阪 府 252 379 322 31 26
兵 庫 県 1702 2074 1988 66 20
奈 良 県 378 805 746 50 9
和歌山県 168 252 221 25 6
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2 ． 岩手県陸前高田市での 
フィールド調査の実施
　岩手県陸前高田市は、東日本大
震災の被災地の中でも被害の大き
い地域である。筆者は千葉大学法
経学部総合政策学科の震災復興イ
ンターンシップの担当者として、
2011 年から毎年夏に学部学生を
引率し、約一週間程度、現地に滞
在している。インターンシップの主眼は、泥上げ、遺体遺品捜索、仮設住宅で
の学習支援、聞き取り調査であるが、2012 年 8 月のインターンシップにおいて、
2 日間を費やして、水車の記憶マップづくりを行った。
　水車の記憶マップの作成に当たっては、事前に地図（デジタル地図から印刷）
を用意し、「千葉大学ボランティアスタッフ」の黄色いビブスをつけ、通行人
や店先などでランダムに聞いて回るという作業を行った。その際には、「昔の
ことをよく知っている方はいらっしゃいますか」「昔、水車があったところを
ご存じないですか」といった形で問いかけ、水車の記憶を持つ方を探した。また、
震災復興インターンシップの宿泊場所である横田第二部落において、地域研究
を行われている紺野悟さんの助力を得て、各部落の「よく知っている方」をご
紹介いただいた（写真 1）。2 日間という短い時間であったが、図 1のように、
53 箇所の水車跡を地図上に記録することができた。
　全国に「水車の里」を名乗っている場所は、浜松市天竜区、栃木県那須町、
福岡県朝倉市、宮城県登米市、徳島県美馬市、岡山県矢掛町、高知県四万十市、
佐賀県神埼市、富山県南砺市などがあるが、陸前高田市は震災復興インターン
シップの場所であったために調査地として選ばれたものであり、水車が存在し
ているという事前情報なく調査に入ったものである。短期間に 50 を超える水
車の記憶が掘たり起こされたことは、驚きであった。
（出典）震災復興インターンシップ参加学生撮影
写真 1　ヒアリングの様子
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（出典）作成：千葉大学法経学部総合政策学科震災復興インターンシップ参加者、特別
協力：紺野悟氏、地図：昭文社 MAPPLE デジタル地図データ
図 1　陸前高田市での水車の記憶マップ
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　調査を進める中で、70 歳以上の古老の方に水車の記憶をお持ちの方が多かっ
たこと、朽ち果てた水車がまだ残っているところがあったことなどの発見も
あった（写真 2～ 4）。
　また、過去の水車の使われ方についても記憶をお持ちの方が複数いらっ
しゃった。10 世帯くらいでお金を出し合って水車を建設して、順番に水車を
使っていたということである。昔は、年間を通じて水車が回るくらいの水量
があったが、今は、そんな水量が出ないという話もあった。水量が減ったのは、
針葉樹になって山の保水能力が減ったからだという。このような新しい発見も
見られた。
写真 2（上左）朽ち果てた水車：
陸前高田市、写真 3（上右）昔
に水車が置かれていた場所：陸
前高田市、写真 4（下）現在の
挽き屋（電気を引いて粉をひく
機械を動かしている）
（出典）写真 2 ～ 4 とも著者撮影
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3 ．「水車の記憶マップ」づくりの教育プログラム化に向けて
　「水車の記憶マップ」づくりは、以下の点で、小学校高学年から中学校にお
ける教育プログラムとしてのメリットを有すると考えられる。
　第一に、作業内容が明確でわかりやすいことである。陸前高田での試行にお
いて、たまたま通りかかった人に聞いた場合であっても、調査の意図を容易に
伝えることができた。陸前高田では、大学生が主に調査を行ったが、コミュニ
ケーション能力が未発達な小中学生であっても、調査の意図を伝えることはで
きるのではないか。
　第二に、世代間交流を図ることができることである。小中学生と高齢者の交
流を図る機会のひとつとして、水車の記憶マップを活用することができる。な
お、われわれにとって 70 歳以上の古老のみなさんのお話は方言が強くて、な
かなか聞き取ることが難しい場面もあったが、地元で育った小中学生であれば、
よりよいコミュニケーションを図れると考える。
　第三に、地域文化の再発見につながることである。われわれが過去の水車の
運用方法や山の姿を垣間見ることができたように、水車の記憶マップづくりに
よって、過去の住まい方やエネルギーのあり方、山のあり方など、過去の地域
文化を触れるきっかけが与えられるだろう。
　第四に、将来を担う世代が、今後のエネルギー源として期待されている再生
可能エネルギーに触れることができることである。小中学生が、日本文化に溶
け込んだ再生可能エネルギー源としての水車を再発見することは、再生可能エ
ネルギー基盤の経済社会についてのイメージを醸成することにつながるのでは
ないか。
　第五に、記憶が失われる前に記録することができることである。今回の調査
からも、過去の水車の記憶を持つ世代は、概ね 70 歳以上となっていることが
わかった。現在のタイミングで、水車の記憶を記録しておくことは大きな社会
的意義をもつと考えられる。
　このようにメリットの大きいプログラムであるが、以下の諸点に留意して進
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めることが必要である。
　第一に、調査場所の適切な選定である。後日確認して見ると、岩手県は表 1
にみるように全国的にも水車の多い地域であった2。都道府県や地域によって
は、そもそも水車利用がほとんど行われておらず、調査に行っても空振りに終
わってしまうという可能性がある。表2を参考にしつつ、若干の予備調査を行っ
て、適切な調査場所を選定することが重要である。
　第二に、参加生徒の安全確保である。陸前高田での試行の際には、訪問販売
などに間違われないよう、参加者全員が名前を書いた黄色いビブスを着用する
とともに、引率教員が同行して調査を行った。何らかの調査を行っているとい
うことが一見わかるようなスタイルで、かならず指導者が同行して調査を行う
ことが望ましい。夏の暑い時期に実施する場合には、帽子の着用や水筒の用意
など熱射病対策も不可欠である。
　第三に、保険への加入である。陸前高田での活動は、「国内フィールドスタ
ディ」という大学のプログラムの一環として実施したため、参加学生が、学生
教育研究災害障害保険（付帯賠償責任保険つき）に加入していることを確認し
た。数百円の負担となる。野外などでの行事を行う場合に対象とすることがで
きるレクリエーション保険（行事参加者の傷害危険補償特約セット傷害保険）
などに加入するなど、保険に加入した上で実施することが望ましい。
4 ．「水車の記憶マップ」づくりの実施手順
　⑴　予備調査
　調査対象フィールドについて、過去に水車が存在していた地域かどうか、過
去の水車の存在状況を知る方が地域にいらっしゃるかどうかについて、教員が
2 なお、出水（1987）は、「東北地方では、日本の伝統的な農村形態が守られ、数
多い精米水車が残されているように思われるが、意外に水車の存在は見られない」
と昭和末期の状況を報告している。出水は、水車利用の伝統産業がなかったことと、
強力な農協の指導によってライスセンター（精米所）が主要地域にできたことを水
車激減の理由に掲げている（出水力（1987）『水車の技術史』（思文閣出版）pp.254-
255）。
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表 2　水車の記憶マップづくり記入フォーマット
班番号　　　　　　調査日　　　　　　　　　　　　　　　調査時間
お話を伺った方　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　ご年齢
水車の位置（班の中で順番に番号をつけてください）
水車の使われ方（誰が何のために）（精米、粉挽き、油絞り、水のくみ上げ、その他（具
体的に）、いつ頃まで使われていたか。）
その頃の暮らし
記入者　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あらかじめ地図を貼っておきます。
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予備調査を行う。インタビュー先を決めておく方法をとる場合には、あらかじ
めインタビュー先となる方への了解とアポイントメントを入れておく。インタ
ビュー先については、全く決めない場合、最初のインタビュー先だけ決めてお
く場合、すべてセットしておく場合がある。
　⑵　事前準備
　以下の準備を行う。
　・　保険への加入確認
　・ 　持ち物の確認（水筒、軽食、筆記用具、筆記用ボード、記入用地図、メ
モ用紙・手帳、（気象条件に応じて）雨具、日射病対策グッズ、（班単位で）
救急医療セット、カメラ（簡易カメラ、携帯でも OK）、IC レコーダー
　・ 　服装の確認（ビブス・ゼッケン・名札など（学校指定の体操服などがあ
ればそれでも OK）、帽子など）
　⑶　事前研修
　当日午前中もしくは実施日の前に時間をとって、以下の内容について研修を
行う。
　・ 　調査目的の伝達（昔、水車があった場所を地図の上に記録する。その際
に、水車がどんな使われ方をしていたのか、当時の暮らしぶりについてお
話を聞く。）
　・ 　調査班分け（3 人から 5 人の班を組んで、役割分担を行う。チームリー
ダー、地図記録係、録音・カメラ係などの役割が想定される。インタビュー
者は固定せずに、班員の全てがインタビューを経験することが望ましい。）
　・ 　調査範囲の伝達（地図を見せて、各班が担当する調査範囲を伝達する。
インタビュー先を予め決めておく場合には、調査先について伝達する。）
　・　調査手順の伝達（次項にまとめる調査手順を伝達する。）
　・ 　留意事項の伝達（交通量の大きい道路、熊、蜂などの危険生物の出現し
そうな場所、崖、池などの危険場所などを確認し、安全の確認を行う。緊
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急時の連絡方法について確認する。）
　⑷　調査手順
　実際の調査手順は以下のとおりである。
〈インタビュー対象の確認〉
　インタビュー対象を、あらかじめセットしておく場合は、そのご自宅などを
訪問する。そうでない場合には、お店の方、通行人の方、農作業などをされて
いる方に、「この辺で昔、水車があった場所を探しているのですが、昔のこと
を知っていらっしゃる方をご存じありませんか。」などと声かけを行い、イン
タビュー対象を探す。
〈インタビュー〉
　可能ならば、IC レコーダーで録音する。録音に当たっては、録音前に取材
対象となる方の許可をとる。インタビューに当たっては、以下の質問項目や表
2を参考にして進める。
　・ 　昔、水車があった場所をご存じありませんか。（地図の上に示していた
だく）
　・　その水車は、いつ頃までありましたか。
　・ 　その水車は、誰が、何に使っていましたか。（精米、粉挽き、油絞り、
水のくみ上げ、その他（具体的に））
　・　その水車は、誰が作ったものだったか、ご存じですか。　
　・　その頃の暮らしについて、お話しいただけますか。
　・ 　（次のインタビュー先を決めていない場合）ほかに昔のことを知ってい
る方をご存じありませんか。（できれば、ご紹介いただく）
　・ 　（飛び込みのインタビューの場合、可能ならば）インタビューを受けて
いただいた方のご年齢、お名前を伺う。
〈水車の場所の確認〉
　可能ならば、水車が置かれていた場所に実際にいってみて、写真をとる。（道
がない場合など、危険な箇所も想定されるので、無理はしない。）
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　⑸　調査実施後
　学校に戻り、班ごとに、インタビューで判明した水車の位置を、地図上に示
す（このときに使用する地図は、切り貼りができるように、全体で縮尺を合わ
せておくことが必要である）。また、全体地図に貼り付けることができるよう、
各水車の使われ方、暮らしぶりなどの補足情報を、大きめのポストイットに書
き出しておく。写真についてもプリントアウトしておく。
　班ごとの整理が済んだあと、各班の地図を切り貼りして、全体の地図を作成
する。全体の地図に、補足情報と写真を貼って、「水車の記憶マップ」を完成
させる。
5 ．「水車の記憶マップ」の展開に向けて
　本稿で紹介してきた「水車の記憶マップ」づくりについては、今後、千葉
大学の地球環境福祉研究センターの公共エネルギー部門ホームページにおいて、
実施方法を紹介するとともに、各地で作成された「水車の記憶マップ」の成果
物を掲載できるようにしていく予定である。
　今回は、主に小中学生向けのプログラムとして、想定したところであるが、
実際には、社会人グループが実施しても全く構わない内容であろう。全国各地
で実施事例が積み重ねられることを期待したい。
（くらさか・ひでふみ）
（2014 年 1 月 31 日受理）
＊本稿は地球福祉環境研究センターの「研究プロジェクト 4　再生可能エネルギーに
関する教育プログラムの開発」に関わる研究成果である。（公共研究編集委員会）
